
　那覇市環境保全課管理の無縁骨仮安置所には、公共
工事や宅地開発工事等で発見される無縁骨、身元不明
の旅行死亡人、引き取り人のない死亡者の遺骨を仮安
置していますので、毎年遺族に代わって那覇市が慰霊
祭を行っています。
　今年は、下記の日程で慰霊祭をとりおこないます。

　那覇市では、市内の観光ホテルや旅館などがＩＳ０１４００１の
認証取得を行なった場合、その取得費用の一部を補助する制度をス
タートしました。観光ホテル等がＩＳ０１４００１の認証を取得す
ると、まず地球環境に配慮したホテルとしてイメージアップが図ら
れます。また高熱水費などのコスト削減により経営が効率化される
他、環境問題への迅速な対応をするなどの仕組みができ、持続可能
なホテル経営に取組んでいくことが出来ます。

クリーン指導員からのひとこと

市のごみ量（年度累計比較）
平成15年6月末現在（4月～6月分）

注：那覇市の資源ごみを除く量（南風原町含まず）
※Ｈ10年度を基準にＨ16年度に25.8％の減量を目指します。

Ｈ10年6月
Ｈ15年6月

差

30,939
23,585
-7,354

100％
総ごみ量（ｔ） 比率（％）

76.2％
-23.8％

2003年（平成15年）8月　第631号〔２〕

　那覇市に住んでいる一人暮らしのお年寄りの方で「話
相手がおらず孤独感の強い方」、または「不安感の強い方」
に定期的に電話をかけ、孤独感を和らげ、安否確認を行
うサービスを平成15年7月から開始しました。

１サービス内容は
　利用者宅に定期的（原則として週3回）に電話をかけます。何度か確
認しても電話にでない場合は、緊急連絡員に様子を見に行ってもら
うなど見守り体制を充実させます。
　また、月曜日～土曜日までの午前9時から午後9時までの間、利用者
から急病等の緊急連絡があった場合はタクシーを派遣する等、適切
な援助を行います。
※利用者が派遣されたタクシーを利用した場合のタクシー運賃は、
利用者負担になります。

２利用対象者は
　那覇市に住んでいる満65歳以上で電話対応ができ、那覇市緊急通
報システム事業を利用していない一人暮らしの方で、次の（1）、（2）の
いずれかに当てはまる方が対象です。
　（1）65歳以上75歳未満で虚弱かつ閉じこもりがちな方
　（2）75歳以上の虚弱または閉じこもりがちな方
※電話を保有し、電話対応が可能な方に限ります。
※不安感や孤独感を持っている方に限ります。

３利用の手続きは
　利用の際には申請と調査が必要になります。お問い合わせは、地域
の在宅介護支援センター、又は那覇市ちゃーがんじゅう課へどうぞ。 お問い合わせ・申し込み先

（社）那覇市シルバー人材センター　1885-6210

3級ホームヘルパー養成研修
受講者募集

期　間　9月2日（火）～10月22日（水）
　　　　〈全18日間〉

会　場　沖縄県女性総合センター
　　　　「てぃるる」（那覇市西3-11-1）他

対象者　原則60代前半の方（男女不問）

受講料　無料

定　員　20名（定員に達し次第締め切
　　　　らせていただきます）

１児童扶養手当・特別児童扶養手当の「定時届」
　「所得状況届」「物価スライドの適用」
　　児童扶養手当を受けている方は「現況届」
　を、特別児童扶養手当を受けている方は「所
　得状況届」を毎年提出していただくことにな
　ってます。この届けは、受給資格を確認する
　ための大切なものです。提出がない場合は、
　8月分以降の手当が支給できません。
　●提出期間　8月1日（金）～8月29日（金）
　　児童扶養手当については、10月分から公的
　年金同様、物価スライドの適用により支給額
　が変わります。
（例）児童１人の場合（△0.9％）
　全部支給（月額）
　　　　　　　〈旧〉42,370円→〈新〉42,000円
　一部支給（月額）　〈旧〉42,360円～10,000円
　〈旧〉42,370円→〈新〉41,990円～9,910円

児童扶養手当等の受給者のみなさんへ

お問い合わせ　こども課　1867-0111（内線2457）

　
去
る
５
月
30
日
は
、ご
み
ゼ
ロ
の

日
と
し
て
市
全
域
で
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
と
し

て
は
、当
日
の
午
前
に
、壺
屋
・
久
茂

地
・
開
南
小
学
校
の
生
徒
に
よ
る
、

国
際
通
り
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を

対
象
に
し
た「
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」で
、１
時

間
も
し
な
い
う
ち
に
道
端
に
落
ち

て
い
る
ご
み
を
約
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

も
拾
い
集
め
ま
し
た
。そ
の
後
、参

加
し
た
小
学
生
と
市
長
に
よ
る
、住

み
よ
い
那
覇
市
を
目
指
す
た
め
の「
ご

み
ゼ
ロ
の
日
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、当
日
の
市
役
所
本
庁
舎
一
階

ロ
ビ
ー
で
は「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
標
語
作
品
」の
展
示
、ラ
ジ
オ

番
組
の
公
開
放
送
も
実
施
さ
れ
、市

長
も
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
質
問
に
答

え
る
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、民
放
ラ
ジ
オ
４
局
で
、

ご
み
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
情
報

を
一
日
中
放
送
し
、ま
た
、リ
ス
ナ

ー
か
ら
の
ご
み
減
量
方
法
、リ
サ
イ

ク
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、那
覇
市
内
の
小
中

学
校
・
自
治
会
・
通
り
会
、事
業
所
な

ど
に
よ
る
各
所
で
の
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
や
、企
業
に
よ
る
独
自
の

活
動
も
連
動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ご
み
に
つ
い
て
、あ
ま

り
関
心
の
な
か
っ
た
市
民
も
、今
回

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
と
お
し
て
、ご

み
問
題
の
重
要
さ
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
い
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み

な
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の

減
量
と
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。市
民
の

み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
取
り
組
み

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
環
境
政
策
課
1
9
5
1-

3
2
3
1
）

　
市
で
は
、
三
原
区
を
「
ペ
ッ
ト

動
物
等
の
正
し
い
飼
い
方
モ
デ
ル

地
区
」
に
指
定
し
ま
し
た
。
今
後

は
県
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
沖

縄
県
獣
医
師
会
と
連
携
し
、
「
講

演
会
」
、
「
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
方

教
室
」
な
ど
、
三
原
区
を
モ
デ
ル

に
、
市
民
全
体
で
正
し
い
飼
い
方

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
飼
い
主
と
市
民
ひ
と
り
一
人
の

モ
ラ
ル
の
向
上
を
め
ざ
し
て

　
動
物
、
特
に
犬
、
ね
こ
な
ど
の

ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
、
人
生
の

伴
侶
と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
無
責
任
な
飼
い

主
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
遺
棄
、
虐
待

な
ど
の
問
題
が
社
会
的
な
関
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
動
物
の
適
正
飼
養
に
対

す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識
も
、

近
年
は
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

危
害
の
防
止
と
と
も
に
、
衛
生
上

の
問
題
が
恒
常
化
し
て
お
り
、
犬

や
ね
こ
に
よ
る
生
活
環
境
の
汚
染

に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
を
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ね
こ
は

抑
留
や
登
録
な
ど
の
法
的
義
務
が

な
く
、
そ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
に

も
、
飼
い
主
を
は
じ
め
と
す
る
、

市
民
ひ
と
り
一
人
の
モ
ラ
ル
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
モ
デ
ル
地
区
を
宣
言

　
三
原
区
自
治
会
主
催
に
よ
る
「
ペ

ッ
ト
動
物
等
の
正
し
い
飼
い
方
モ

デ
ル
地
区
宣
言
」
が
７
月
５
日
、

松
川
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
約
1
5
0
人
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
の
エ
イ
サ
ー
や
「
N
P
O

法
人
沖
縄
災
害
救
助
犬
協
会
」
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
訓
練
の
実
演
な
ど
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、

松
川
小
学
校
６
年
生
の
金
城
潤
美

さ
ん
が
高
ら
か
に「
ペ
ッ
ト
モ
デ
ル

地
区
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
モ
デ
ル
地
区
宣
言

三
原
区
の
住
民
み
ん
な
が
話
し
合

い
、
人
と
動
物
が
と
も
に
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
づ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
、
「
三
原
区
ペ
ッ

ト
動
物
等
の
正
し
い
飼
い
方
モ
デ

ル
地
区
」
宣
言
を
こ
こ
に
行
い
ま

す
。
私
た
ち
は
次
の
こ
と
を
守
り

ま
す
。

一
、 

犬
や
ね
こ
を
、
命
あ
る
も
の

と
し
て
、
生
涯
責
任
を
も
っ

て
飼
い
ま
す

一
、
犬
や
ね
こ
を
捨
て
ま
せ
ん

一
、
犬
は
登
録
を
し
て
飼
い
ま
す

一
、
犬
の
放
し
飼
い
は
し
ま
せ
ん

一
、
犬
や
ね
こ
を
、
社
会
の
一
員

と
し
て
、
き
ち
ん
と
し
つ
け

を
行
い
ま
す
。

一
、
ね
こ
は
屋
内
で
飼
い
ま
す

◎
動
物
愛
護
で
人
と
動
物
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
犬
や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
「
終

生
責
任
を
も
っ
て
飼
う
」
、
「
繁

殖
制
限
を
行
う
」
、
「
処
分
さ
せ

な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
基
本
に
、

動
物
愛
護
思
想
の
普
及
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、
飼
い
主
に
自
覚
と
責

任
を
促
し
、
正
し
い
飼
い
方
を
広

げ
て
、
人
と
動
物
が
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

（
環
境
保
全
課
　
1
9
5
1-

3
2
2
9
）

　
放
し
飼
い
の
犬
や
ね
こ
に
庭

を
荒
ら
さ
れ
た
り
、
排
泄
物
の

害
な
ど
の
苦
情
が
多
い
で
す
ね
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
と
自
覚

が
望
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
被
害

の
実
態
把
握
や
飼
い
主
の
名
簿

作
成
な
ど
、
住
民
と
行
政
が
連

携
し
て
、
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お問い合わせ　ちゃーがんじゅう課　1862-9010

ふれあいコールサービスを開始しました

ごみ処理に年間30億円の税金が…。ごみ減量にご協力を！（環境政策課）

ペット動物等の正しい飼い方
三原区でモデル事業を実施

　
”
ご
み
の
姿
は
心
の
姿
、
心
の
姿
は

ご
み
の
姿
“
。
ご
み
の
袋
の
な
か
に
、

そ
の
人
の
心
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

違
反
ご
み
袋
を
そ
の
家
ま
で
届
け
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
で
も
避
け
る
方

も
い
ま
す
し
、
そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。

　
早
朝
や
夕
方
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
分
別
指
導
、
旧
盆
や
年
末
の
広
報
、

街
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布
等
を
重
ね
る

ご
と
に
、
指
導
員
間
の
き
ず
な
も
深

く
な
り
、
ご
み
か
ら
”
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
“
と
い
う
宝
も
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
環
境
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
環

境
を
守
り
ま
す
。
楽
し
く
エ
コ
な

生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

三
原
区
自
治
会
長

　
　
　
新
里
康
信
さ
ん

無縁骨仮安置所慰霊祭のお知らせ

観光ホテル等のISO14001
認証取得を支援します

お問い合わせ先　ゼロエミッション推進室　1861-3244

お問い合わせ　環境保全課　1951-3229

日　時　平成15年8月7日（木）　午後3時より

場　所　識名霊園内無縁骨仮安置所前

補助対象者　那覇市観光協会に加盟している那覇市内のホテル等で
　　　　　　平成15年６月５日～平成16年３月31日までにＩＳＯ
　　　　　　１４００１の認証を取得した事業者

補助金額　補助対象経費の1／3以内（1,000未満切り捨て）50万円上限

補助対象経費　ＩＳＯ１４００１の認証を取得するために要した経費
　　　　　　　（１）コンサルティング経費
　　　　　　　（２）内部審査員研修経費
　　　　　　　（３）審査登録経費

申し込み方法　受付場所　ゼロエミッション推進室（本庁6階）
　　　　　　　受付締切　平成15年9月1日（月）必着
　　　　　　　必要書類　（１）ＩＳＯ１４００１認証取得事業概要書
　　　　　　　　　　　　（２）組織概要書

モデル地区の指定を受け、住民全体で正しい飼い方をすすめていくことが確認されました

「犬やねこを、命あるものとして、生
涯責任をもって飼います」と宣言する
金城潤美さん（松川小学校6年）

め
ぐ
み

真和志支部　積 竹子さん


